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間、対立が続いたの あろうか。両陣営が抱えるジレンマは、おそくとも二一世紀初頭には明らかになっていたはずであ 。こ 時点で、両陣営はなぜ 話を模索しな
かったのか。その意味では、両陣営の幹部、とくに軍事政権の首脳陣の責任は重い。しかし、両陣営の協力関係の構築は言うは易く行うは難しであった。これが実現するためには、少なくともふたつの条件が必要であった。　
第一に、二〇年にわたり軍事政





















































































テインセイン大統領 スーチー氏ともに国民の支持を得ることができる。これにより、両者 現在の民主化、経済開放路線を、お互いに妥協しつつ、また様々な動機ら反対する諸勢力を抑えつつ 推進することが可能 なる。　
一方、生活水準の向上と質の改





























現するための鍵は にか。そこでは、経済成長が果たす役割が大きい。そして、グローバル経済における経済成長の実現には、輸出志向で、外資を導入する成長戦略が現実的である ミャンマー政府が日本企業の誘致に熱心な も、このためである。一方、日本企業にとってもメコン地域の（それ りに）大国であるミャンマーは、魅力ある進出先である。こうした文脈
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